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	fill_1_5: 　私が留学しているピッツバーグという街は、ペンシルベニア州の南西部に位置する都市で、かつては鉄鋼業で、近年では医療や教育の街として栄えてきました。アメリカときくと気になるのが治安に関してですが、ピッツバーグは全米でも有数の治安が良い街であり、特に大学の位置するオークランド地区は学生街といった様子の、非常に落ち着いた住みよい場所です。もちろん全く不安がないとは言いきれませんが(4月末の深夜に学生を狙った誘拐未遂事件があった)、夜中にひとりで出歩かないなどの最低限の注意をしておけば、安全面に関して特に問題は無いように感じます。街には劇場や博物館といった文化施設、郊外にはショッピングモールやアウトレットなどの大型商業施設もあり、退屈さや不便さを感じることなく過ごしています。また食事に関しては、比較的美味しいレストランが数多くあり、移民大国アメリカならではのさまざまな地域の料理を楽しむことができます。もちろん日本食レストランや日本食スーパーもあるため、多少値は張るものの、恋しくなればいつでも日本の味を楽しむこともできます。

　大学生活に関しては、忙しいものの日本での学生生活とはまた違った刺激的な日々を送れています。学業の面では、英語での講義やディスカッションについて行くだけで必死ですが、日本とは異なった視点や考えをもつ学生と一緒に学ぶことで、さまざまな気づきや発見があります。また提出物や試験の解答に対して教授やTAがしっかりとしたフィードバックを与えてくれることもあり、自分自身の理解度を確認しながら勉強に向き合うことができます。生活面では、私が割り振られた部屋が現地学生2人との共同部屋ということもあり、プライベートがほとんど無い日々に疲れを感じることも多々ありましたが、一緒に生活することでこそ見えてくる彼らの文化や考え方の違いなどたくさんの発見もあります。また彼らとの英語での日常会話が多少でも自分の英語力向上に寄与してくれているのではないかと思います。

　留学生活も半分が終わり、これまでを振り返ってみると、うまくいったことよりも思い通りにいかなかったり、悔しい思いをしたりすることの方が多かったように感じます。自分の気持ちをうまく英語で表現できずもどかしさを感じたり、ルームメイトの会話に入っていけず寂しさを感じたり。ただこういった経験から、苦しいなかでいかに自分をコントロールして、状況をよくしていけるように努力できるかという、精神的な面でのタフさは少し身についたと思います。またここでのさまざまな失敗や苦悩を通して自分自身の弱さや逃げと向き合う時間も取れているようにように感じます。こちらに来る前に思い描いていたような楽しくキラキラした留学生活とはほど遠いですが、自分なりに実りのある日々を送れていると感じています。
　残り半分の留学生活、限られた時間のなかでいろいろなことに挑戦していきたいと思います。
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